









































































































































































	表紙
	中表紙
	目次
	調査結果の概要
	調査団の構成
	要約
	第1章　港湾の現況及び港湾開発基本戦略
	1.1 大首都圏の社会経済状況
	1.1.1 社会の状況
	1.1.2 経済の動向
	1.1.3 外国貿易の動向
	1.1.4 フィリピン中期開発計画(1993-1998)

	1.2 コンテナ化の進展
	1.3 港湾施設の概要
	1.4 自然条件及び環境条件
	1.4.1 マニラ湾周辺の自然特性
	1.4.2 環境条件

	1.5 フィリピン港湾の管理運営の現況
	1.5.1 フィリピン港湾の概要
	1.5.2 港湾管理運営の近代化に関する状況

	1.6 マクロ需要予測
	1.7 港湾開発基本戦略

	第2章　マスタープラン(2010)
	2.1 大首都圏主要港湾マスタープラン策定の基本方針
	2.2 O／D調査
	2.3 ミクロ需要予測
	2.3.1 予測条件
	2.3.2 マニラ港からバタンガス港への貨物量の移動
	2.3.3 貨物量発生地予測

	2.4 船型予測
	2.5 交通インパクト調査及び臨港道路計画
	2.5.1 交通インパクト調査
	2.5.2 臨港道路計画

	2.6 マスタープラン
	2.6.1 港湾施設必要量の決定
	2.6.2 港湾配置計画



